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研究成果の概要（和文）：　古典主義の美術理論では最下位に置かれた静物画が、ネーデルラントでは枢要な役割をも
った。それに大きな役割を果たしたのが、地理上の発見だ。多種多様なモノがヨーロッパに流入してきたことによって
アイデンティティが揺らぎ、その確立のために、古代の「静物」観の再評価が起こった。16 世紀後半、ネーデルラン
トを席巻したイコノクラスム（偶像破壊運動）によって、宗教画像の禁止が「静物」を深化させ、フェティシズムへと
向かう心性が醸成された。特にオランダにおいては「静物」が東洋交易との隆盛により促進され、それは「オランダ」
の表象として際立ち、スペインなどの旧世界を駆逐する政治的機能を果たすことがあきらかになった。

研究成果の概要（英文）：A still-life picture put in the last place in a classical art theory had an 
important role in Netherlands. It is discovery in the geography that began in Europe at the end of 15th 
century to have played a big role for the reevaluation. Identity crisis in Europa caused to happen by a 
great variety of things having flowed into Europe from New World. The reevaluation for the viewpoint of 
the ancient still-life happened to establish new identity. A religion images were prohibited by 
iconoclasm that swept over Netherlands in the late 16th century. The prohibition of the religious images 
did not let pictures decline and will multiply secular images. As a result, "still life" was produced a 
lot, and the fetishism was brought about. The "still life" in the Netherlands was promoted in particular 
by the prosperity with the Orient trade, and it was outstanding as representation of "the Netherlands", 
and expel the Old World such as Spain; it was revealed that performed a political function.

研究分野： Art History
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１． 研究開始当初の背景 
「静物」は事物の単なる描写といった些末

なものではなく、脱領域的な様々な観念形態

が内包された主要なる芸術表現である。その

ため「静物」は、「聖と俗」をあわせもって

いる複合体であると同時に、それが属する分

野は、領域横断的であり、周縁的なものでは

なく、中心的なものである。それは、静物画

とか肖像画とかいう特定のジャンルに限定

できない側面をもっている。つまり、「静物」

がジャンルの「あいだ」に立ちあらわれるの

である。こうした「静物」の特徴を検証する

ことは、たんに静物画というジャンルの特性

にとどまらず、ネーデルラント美術の特性を

解明する上でもきわめて有効なアプローチ

であるに違いない。加えて「静物」の脱領域

に関する枢要な論点は「聖・俗」にかかわる

だけではなく、「静物」が科学やコレクショ

ンと深く関係を持ちながら脱領域化してい

ったことである。そうした点を解明しようと

するのが、研究に至った経緯である。 
 
２．研究の目的 
本研究の最大の目的は、「静物」表現に焦

点を絞って、観念からモノへという転回を示

したネーデルラント美術の特質を剔抉する

ことである。従来「静物」といえば、絵画ジ

ャンルの一つである「静物画」のことを指し

ていた。しかし、ジャンルの一分野として確

立するのは 18世紀のことであり、その場合、

静物画は、歴史画を頂点とする最下位に位置

づけられた。こうした視点から静物画を見る

ことは、その重要性を根本的に見誤ることに

なる。本研究では、静物画という特定ジャン

ルからではなく「静物」という形で見ること

で、初期ネーデルラント美術から 17 世紀オ

ランダ美術に至るなかで、「静物」が「聖と

俗」「芸術と科学」「異国の表象」として脱領

域的なところ、べつのいいかたをすれば「あ

いだ」にあらわれ、それが実はネーデルラン

ト美術の中核をなしていることを明らかに

する試みである。以上のような研究により、

従来のネーデルラント美術研究における静

物画研究では十分解明が進んでいなかった

諸問題に新たな地平を提起できるはずだ。 
 
３．研究の方法 
ネーデルラント美術の特質を「静物」を通

して解明しようとするにあって、個別の画家

の比較、異文化間の比較検討、それに美学・

芸術学的な観点を取り入れることで、「静物」

の機能が宗教から感性的なものへの転回に

果たした役割を海外調査、文献資料の検討な

どの作業を通して以下のように解明する。①

「静物」においても規範となっているファ

ン・エイクをはじめとする初期ネーデルラン

ト美術おける「静物」の特性。これと並行し

ておこった本草学・解剖学などの領域での

「静物」との関連性を検討する。②宗教から

美的なものへの転換に大きく作用した 16 世

紀後半のイコノクラスム（偶像破壊）の美

学・芸術学的見地からの解明。③「静物」の

美的機能は、感性的なものを通して顕在化す

る「ユートピア」や「政治性」の表象の解明。

本研究は、ネーデルラント美術にあらわれた

「静物」について、「静物画」という形で油

彩画など狭義の芸術作品に限定するのでは

なく、本草学の挿図や解剖学の挿図なども含

めている。したがって脱領域というのは、た

んにジャンル横断であるという意味だけで

なく、ハイ・アートと挿図という実用的な目

的に供されるものにももうけないことも意

味している。さらに、独立した静物画のみを

対象にするのではなく、宗教画などモチーフ

や、あるいは絵の「埋め草」的な役割として

描きこまれたモノの描写をも「静物」という

範囲に含め、研究対象とする。そうすること

で、ネーデルラント美術おいては、背景をな

す「風景」とならんで「静物」が極めて重要

な機能を果たしていることが見えてくる。主

題からすると些末で周縁的でしかない「静

物」が、形象という観点から見ると逆に中心



的な位置づけを与えられることになる。この

パラドクスを解明し、それがネーデルラント

美術の重要な特性であることを明らかにす

るために研究計画・方法は以下のように進め

たい。 

① ネーデルラント美術にあらわれた「静物」

に関する個別研究 

② ネーデルラント美術と異文化間にあらわ

れた「静物」に関する比較研究 

③ ネーデルラント美術にあらわれた「静物」

が成立する心性の転回と美的機能 
 
４．研究成果 
  

宗教的な主題が衰退するに伴い、それと反比

例する形で独立したというような静物画観

は一面的な真実を表しているだけである。

宗教性が美的感性を、逆に、描かれた「静

物」がその発展を増幅する働きをもってい

た。それは、歴史画を頂点とする古典主義

的な絵画のヒエラルキーの適応範囲がきわ

めて限定的であったことを明らかにするも

のとなった。それにかわって、古典主義の

美術理論では最下位に置かれた静物画こそ

が、ネーデルラントでは脱領域的に枢要な

役割をはたしていた。そうした歴史的展開

に与って力のあったのが一つには、地理上

の発見である。それよって多種多様なモノ

がヨーロッパに流入してきた。それが原因

で大きく揺さぶられたアイデンティティの

確立のために、みずからのアイデンティテ

ィを探求する熾烈なまでの要求が起こった。

そうした潮流から古代の「静物」観を再評

価する動きが生まれた。16 世紀後半、ネ

ーデルラントを席巻したイコノクラスム

（偶像破壊運動）により、主教画像の禁止

が「静物」を美的だと感じさせる感性をよ

り深化させ、フェティシズムへと向かう心

性が醸成された。特にオランダにおいては

「静物」が東洋交易との隆盛により促進さ

れ、それは「オランダ」の表象として際立

ち、スペインなどの旧世界を駆逐する政治

的機能を果たすことになった。その成果を

次の４点にまとめることができる。 

（１） 教訓や寓意を効果的に伝達するた

めに、「静物」は、鑑賞者の目を悦

ばせる絵画ジャンルとして独立し

た。 

（２） 「静物」は、脱宗教といった方向と

は逆に、宗教性を喚起する仕掛けと

して用いられた。 

（３） 「静物」は一時代の知の集積であり、

近代初期の科学革命とも連動してい

る。 

（４） 「静物」が東洋表象のような異文化

を体現することで、オランダはそう

した文化を包摂していることで、世

界をリードするという先進的なイメ

ージを創りだしている。 
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